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【図表：日米政策金利の推移】

（注1）データは2019年1月１日～2024年12月19日。米国は18日まで。
（注2）日本：日銀当座預金、2024年3月19日以降は無担保コール翌日物

金利、米国：FF金利の上限。
（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

 日銀は12月18、19日の金融政策決定会合において、無担保コール翌日物金利の誘導目標を0.25％程

度に据え置きました。結果は概ね市場予想通りでした。発表後、ドル円は円安方向に反応し、12時現在、

1ドル=155円付近で推移しています。

 国内経済や物価は見通し通り推移し利上げ環境は整いつつあるとの見方がある中、日銀は7月の利上げ実

施以降、慎重な姿勢を維持しています。今後、国内外の経済・物価動向を総合的に丁寧に見極め、利上

げの判断をしていくと見られます。

2024年12月19日

日銀：政策金利は現状維持

FRBは利下げ、日銀は据え置きを決定
12時速報：日米決定会合

（％）

2024年11月26日 2024年12月の注目イベント 日米欧の金融政策に注目
2024年10月29日 2024年11月の注目イベント 米国の大統領選挙が最大の注目材料

シニアリサーチストラテジスト
相馬詩絵（そうま ふみえ）

FRB：利下げを決定、今後の利下げ想定回数は減少

米新政権の動向も日米金
融政策の不透明要因に

 12月17、18日、米連邦準備制度理事会（FRB）は米連邦公開市場委員会（FOMC）を開催し、政

策金利（フェデラル・ファンド（FF）金利）の誘導目標レンジを市場予想通りに0.25％引き下

げ、4.25～4.50％としました。4年半ぶりの利下げを決定した9月会合以降、3回目の引き下げとなりました。

 四半期に一度公表されるFOMCメンバーによる政策金利の見通し（中央値）によると、2025年中に2回の

利下げが想定されており、前回（9月時点：4回）から利下げ回数が減少しました。また、利下げサイクルが

早期に終了するとの市場の思惑を背景に注目されている「Longer-run」（長期の見通し）は3.000％と

なり、前回（9月時点：2.875％）から引き上げられました。

 2025年1月20日には、米国でトランプ新政権が発

足します。同氏が掲げる関税政策などは米国だけで

はなく世界のインフレ・経済動向に影響を及ぼすとの

見方から、日米の金融政策の先行きにも不透明感

が漂っています。

 そのため、今後公表される経済指標や要人発言など

に市場の注目が集まりやすい状況が続くと見られます。

まずは、本日（19日）15時半から始まる植田日銀

総裁の記者会見が特に注目されます。

（年/月）

https://www.smd-am.co.jp/market/daily/marketreport/2024/11/news241126gl/
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